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目的　　　近年児童養護施設には、権利擁護に沿った子どもの自立支援とより家庭的な養護が求められている。鹿深の家では法に基 

づいた福祉サービスの向上のため、苦情の適切な解決について、最重要課題として取り組んでいる。 
 

 
 

　　　　　　　　　　　　　　　　　解決・広報 
　  
　　　　　  

苦情等の受付件数　5　件  
 

　　　　　　  
 

○職員の対応について（5件） 
　 
※上記の内容については、令和7年3月5日に第三者委員に対して報告を行い、助言を頂いた。 
また、いずれの事例についても内部検証を行い、業務改善、当事者への説明や謝罪を行い、再発防止に努める 
と共に職員の支援力の向上に向けて研修等の機会の充実を図った。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


